
平成18年 度 知床 国立公 園利 用適 正化検 討 会議

知 床半 島 中央部地 区作 業部 会(第1回)

知床半 島先 端部地 区作 業部 会(第1回)

議事概 要

平 成18年6月22日13：40～16:00

羅 臼町 公民館会 議室

1.開 会

2.あ いさつ 環境省釧路 自然環境事務所長

3.議 事

【中央部地 区】

(1)平 成18年 度 「中央部 地 区利用適 正化 基本 計画 」の具 体化 にかかる検討 について

◆資料1「中央 部地 区利 用適 正化実 施計 画(案)」の作 成 について 事 務局 説 明

【質疑応答 】

(座長) 資 料1に ついて、質問 、意 見 はないか。

(観光協会) マップが 三地 区作 成されるということだが 、カムイワッ力地 区が 含まれていないの

はなぜか 。

(事務 局) 地 図 に描 いてある程度 広 がりを得 られ るような場 所を想 定 した。自然利 用マップ

のような形 で考えた結 果である。カムイワッカについては、資料 後 半についている

A4程 度 の大 きさで十分表 示できると考 えている。

(小林 委 員) 利 用 マップに関 して、三地 区という話で気 になっているの は、一般 の利用 者か ら

見ると、先 端部 は立ち入 らないでほしい、カムイワッカもだめでは、世界 遺産 に登

録されることによって規 制 ばかりが増 えているように感 じているということである。

自然 遺産 を守 るためには、一般の 観光 客 に対しては、いろいろなルールを守 って

もらわなくてはならない。これは 、自然 を守るということと、安 全を守る(リスクマネ

ジメント)という二つの意 味がある。このことを、一般 の観 光客 に説 明をする必要

があるのではないか。

規 制 箇 所を作 ることの理 由と、それ 以外 の場 所では質 の高 いサービスを提 供す

るといったような、全体 の趣 旨の説 明を一般 の利 用者 にもわかりやすく入れてい

ただいた上 で、この三地 区の説 明をしたほうが良 いと思 う。

羅 臼湖 にしても利用者 が増 加 しており、いずれ は規制 が必 要である。これ は一

般 の利 用者 か ら見れ ば不便 なことであるが 、なぜ不 便 にしなくてはならないのか 、

ある程 度 不便であるが、その結果 自然が 守られるのであるということ、あるいはガ



イドがついて 自然 への理解 が深 められる、これ が知床 における一般観 光 客 のあ

り方である。それ 以外 のところはまた別 のルールでやってもらうということを示 した

ほうが、利用適 正化 によって何をしようとしているのかを理解 してもらえると思う。

(座長) 基本 的 には私 もそういったことを書いているつもりなのだろうとは思う。ただ、こう

いったものは、「説教 」になりがちなので、途 中で読 んでもらえなくなるようなことで

はいけない。利 用者マップについても、そういったことを書いたほうがいいと考えて

いるか。

(事務局) その 内容については、(3)一 ① のところでわかりやすい形 にしていきたいと思う。ご

相談 しながら進 めたい。

(中易 委員) 利 用者 マップのところで、あれを検 討 するこれを検討すると書 くのはおかしいので、

あまり書 かないほうが良いのではないか。

(座長) ここでいう「検討 中の」という言 葉 は、「現 在検 討 中の利用ルール」という意 味では

ないか。今検 討 中でも、いずれ検 討 し終わったものを書 くということ。

(事務 局) 表現が あいまいであったと思う。

スケジュールとしては、今 年度 中 に案をまとめ、来年 度シーズンに間 に合 うように

したいと考えている。

(中易委 員) 了解 した。検 討 中のものまで書くということではなく、現在 は検討 中だが 、その結

果 出てきたものを書くということか 。

(座長) そうだと思う。

その ほかにはないか 。いい物 を作るためのアイディアを出 してほしい。今 日ここで

全部 アイディアがまとまらなくても、後 ほど事 務局 に言 っていただいてもかまわな

いが 、こういったことを入 れたほうが良いのではないかということを出してほ しい。

(小林 委 員) 中央 部地 区 利用 計画 案をこれ から作 成するが 、中 央部地 区については、自動

車 適正化 協議 会 やカムイワッカ湯の滝協 議会 があり、そこでもいろいろな決 め事

をしている。協議 会 全体 と適 正化 委 員会 との関係 性をはっきりしたほうが 良い。

それぞれの協 議会 で話をし、全体 的 なことはこの適 正化 委 員会でしているが 、お

互 いどういった関係で調整 していくのか議 論したほうが 良い。これ は実施 計画 で

あり、それぞれの 協議 会 よりも具体 的な作業 をしているから、お互 い矛 盾 がない

ように作業 を進 めてはどうか。



(座長) ほかにはないか。

私の意 見 として、こういった種 類 のマップというものは 、良いものを作 れ ば使 いでが

ある。しかし魅 力がないとゴミ箱 に直 行 してしまう。その点 、良いものを作る必 要

があるが、良すぎてもどんどん持 っていかれて経 費 がかか る。有 料 というわ けに

はいかないかもしれないが、たとえば寄付 金の箱でも作っておき、そこにお金を入

れてもらってはどうか 。非常 に先走 ったことではあるが、要するに、無料 でなくても

良いのではないかということである。そんなことも含めてご意 見をいただきたい。

特になけれ ば、小林 委 員の言 う全体 的な趣 旨説 明、世界 遺産 としての知 床 、特

殊な位置づけにある知床 国立公 園の意味 、なぜルールがなくてはならないのか と

いった、基 本 的な説 明を書くということを含 めて考 えていただくということでよろし

いか。では次 の話題 へ。

(2)各 地域 別実施 計画 策定 事項 及び平成18年 度 以降 の具 体 的対応 策 について

◆資料2「1.知 床五湖 」について 事務 局説 明

【質疑 応答 】

(座長) 資 料2「1.知 床 五 湖 」につ いて 、質 問 、意 見 は ないか 。

知 床 財 団 は どうか 。

(知 床財 団) 過剰 利 用とヒグマの安 全対 策 については緊急 の課題 として検討 してきたが、な

かなか前進 していない。このスケジュールの中で、平成18年 度 から高架 式遊

歩道 の延 長 、それ に合 わせて地 上 部 分 の過剰 利 用 の調整 、これを同時 に進

めていただけるということで、大きな前 進であると期待 している。

(座長) 過 剰 利 用をどうするかというの は非常 に大 きな問題 である。ひとつ気になって

いるのは 、「広報 ・周 知」にトイレの不 足とある。「トイレが足 りませんよ」と広報

するだけでは意 味がないのではないかと思うがどうか。ここの 「広報 」で期 待す

るの は「ず っと手 前で済ませ てきて欲 しい」ということだと思うが 、そう簡単 にいく

かどうか疑 問である。

(事務 局) 先 ほどのチラシの中に、「知床 五湖を快適 に利用するために知っておいてほし

いこと」というチラシがあるが、その裏 面にトイレの話 を少 し書 かせ ていただいて

いる。ご指 摘 の通 り、トイレが ここにしかないこと、混雑 するのでなるべく前 もっ

て済ませて欲しいということを書いてある。場 所柄 、施 設整 備として大規模 なこ

とをするの は難 しいと考 えてお り、まず はソフト的な面での効 果 を期 待 してい

る。

(小林 委 員) 意 見 は三 つあり、まず ひとつ は「⑦ 関連 地域 での対策 」というところで、そこに

夜 間動 物観 察 や冬 期 利用 による鳥 類 への影 響 ということがあるが 、これ につ

いては知床 自然 科 学委 員会 というところで調整 ・連携 を図りながら進 めるべき



ではないかと思 う。また、「⑧モニタリング調 査」。これを管理 とどう絡 めていくの

か 、精度 の問題がわか らない。カウンタを設 置するとして、それを五湖 ごとの管

理 とどうつなげていくのか。実際 の管理 に役立 てるためには、どういったデータ

の取 り方が 良いのかということである。また植 生の荒 廃 についても同様で、植

生の荒廃 をどういった指 標でデータを取 るの か、あるいは歩道 の通 行を止 めた

場 合 に、どういった指標 で植 生の復 元を見ていくのか 、それを決 めておかない

と効 果の確 認の しようがない。こういった自然 環 境についての指標 の選 定 や、

その 扱い については 、専 門 家 の委 員 会 と調 整 をしなが ら進 めていくべ きであ

る。

二つ 目は、「⑤ 施設 整備 計画 」の中 で、いろいろなものが作 られ ていくが 、その

時に、五湖とそのほかの場所 の相対 的な関係性 を明確 にして欲しい。

五湖 の 中だけで見るのではなく、知床全 体を見通 しながら進 めることが 大切で

ある。これはヒグマ対策 にも絡んでくると思うが 、どのようなヒグマ対策 をするか 、

管理 する側の 人員 の問 題 や、観 光 客の利 用 の仕方 もあると思 うが、クラス分

けの論議 をしていく必要 がある。これまで先端 部 や中央 部などのクラス分 けを

してきたわ けだから、それ を踏 まえなが ら、対 策 をする側 の位 置 づけを明確 に

して議 論すべきではないかと思う。

三つ 目は突拍子 もない話 かもしれないが、五 湖 こそ利用調 整 地 区を入 れるべ

きではないかと思う。利用調 整をかければ 、もろもろの 問題 があっという間に解

消す る。利 用調 整 というと少 人数 しか利用 させないように感 じるが、逆 に利用

調 整をかけることによって、多くの利用 者を受 け入れ 、ルール作 りも進 めやすく

なるのではないか。

(知床斜 里観 光協会)

小林委 員のいうことに同感 である。以前 にも話 したが 、知 床利用 の象徴 的な部

分 がここにあると思っている。年間50万 人 という客 が 自然 と対峙 したとき、どの

ような切 りロで見 てもらえるのかということを、むしろ客 に提 案 していくような環

境づくりをすべきだと思う。知床 利用 の象徴 的 なエリァになるのではないか 。私

は今回エコツーリズムということできているが、現 場のガイド協議 会というのが 、

客 とのや り取 りの レベルをどうしようかと、今 非 常に苦労 している。それぞれ に

思 惑もあり、協 議会 としてのルール作りが進んでいない。できれ ば大枠 を環 境

省 から提 案していただきたいと思 っている。木道 が新 しくでき、延長 もされると

いうことで、五湖 の利 用の仕 方 、アプローチの仕 方をどうしていくかなど、ガイド

の ほうでも整理ができるのではないか 。

小林委 員の提案 をもっとふ くらませて出 していただけたらと思う。

(座長) 今 の小林 委 員の提 案、五湖 でこそコントロールをしたら良いのではないかとい

うことは、実験 的 にでもや ってみることを考 えなくてはならない。いくら混 むとい

ってものべつ混んでいるというわ けではないし、(利用者 の)一 番 のピークをどう

やって下 げるかということが問題だから、一年 中制 限するということではない。



議論 ばか りしていても、やってみ ないと分 からないこともあるだろう。

(知床斜里観 光協 会)

「情 報の提供 機能 の不 足」について、現 レストハ ウスの有効 活用 ということがあ

るが 、これ は今 五湖 で民間 に委 託されている売 店などに利用 されている部 分

を指 しているのか。

(事務局) レストハウスの 中、向かって右側 に、チラシを置 くなど、いろいろなことを周 知す

るスペースがある。そこをもう少 し有 効 に活 用できないかということを考 えてい

る。

(知床斜里 観 光協会)

レストハウスは民間の 業者が委 託を受けて経 営している状 況があるので、将 来

についての言 及になるかと思ったので質問 した。今 の段 階での話 なら可能 であ

る。

(座長) ほかに意 見 ・質 問はないか。では次 へ。

◆資料2「2..羅 臼湖 」につ いて 事 務局 説明

【質疑応答 】

(座長) 資 料2「2羅 臼湖 」につ いて 、質 問 、意 見 はな いか 。

(ウトロ漁協) 二 つ要 望がある。一つ 目は、資 料の文字 が小さくて見 づらい。

二 つ 目は、バスの峠 の路線運 行 。地 元のガイドや登 山者 による利用 が大部 分

だと思うが 、こういったことをバス会 社 に頼むときには 、ほかの路線 へのつなが

りなども考慮 して検討 して欲 しい。バス会 社としては 、知床が 自然遺産 になった

ことでいろいろ見込 んでいると思うが 、実際 には、マイカーでの利 用が ほとんど

である。利 用 しづらいバスには乗 らない。そういったことをバス会 社に知 らせ て

やることも必要 ではないか 。

いろいろな配 慮 をしながら進 めないと、バス会社もこれで出来 上がったと錯 覚し

てしまう。羅 臼 湖入 り口に停車 場 を作るようお願 いするようにということだけで

は不 十分 である。

(事務局) この時 刻意 表 の見返 り峠 というのは、こちらの案 として出 したもので、まだ存在

しない停 留 所である。それ 以外の停 留所 についてはすでにあり.この時刻表 に

したがって、今 年 の6月15日 から10月15日 まで、運 航を開始している状 況

である。

(座長) ウトロと羅 臼をつなぐ路線 がすでにできていたということか 。今後 、羅 臼湖 という



ものを考えるというのであれ ば、検 討 の余地 はまだある。

会社 のほうでは羅 臼のことは考えていないのではないかと思 うのだがどうか 。

(事務 局) その点 については 、事 務局 から阿寒 バスに対 し、羅 臼 湖入 リロに停 留所を設

置 してはどうか と相談 させていただいている。阿 寒バ スとしては、設置 したいと

のことであった。

(座長) 先 ほどの意 見だと、往 復するのに不 十分ではないかとのことだったが。

(事務 局) 現 在 の路線 では羅 臼湖 に止 まらない。ではどうしているかというと、知 床峠 に

車を止めて歩 いてもらっている。ここはすでに路 線バスが運 行 しているので、第

一 歩として
、バス会 社 がバス停を作 り、本 数 は少なくても現 行の路 線でバスが

使 えるようにする。これ はバス会社 でもやってくれそうだということで、警 察 や運

輸 局と相 談をしていたところである。

先 ほどの要 望は、これを機 会 に増 便するなりして、便 のいい運 行をして欲 しいと

いう、もうひとつ先 のステップである。バス会社 としてもいろいろ問題があると思

うので、こういった強 い要 望が あるということは伝える。

(羅 臼町) この件 について補 足する。昨 年までは、このバ スは2便 だけであった。昨年 の

検 討会 でも、これ ではまったく足 りないから、なんとか1便 増便 できないかという

話があった。要 望したわ けではないが 、自然遺 産 になったこともあり、今 年 は4

便 でやることになった。自然 保護 官 とも、これなら羅 臼湖 も二通 り程 度利 用 で

きる。そこでまず 、利用 するならバス停 かと話をしていたところである。順調 に行

けば7月 頃バス停 ができるが、テストケースとして、どの程度 の利用 があるか

調 べ、利用 があるなら、増 便などの流れになると思 う。

(ウトロ漁 協) 話 は良く分かるが、一般 の方の意見 を聞きたいという、このような場を設 けてい

るのに、なぜ環 境省 など関係者 だけで話を進めるのか、はじめから要望を聞 い

ておけば、無駄 のない検 討ができると言っている。

(事務局) ご指摘の 点をふまえ、バス会社 とも検 討していく。

(座長) バス会社 にできるだけ情 報を流 し、要 望 ・考 え方 ・必要性 などを知 らせてお けば、

もっとスムースにいくかもしれない。

バス会社 としては、これ でやってみて要 望や利 用者 が 多けれ ば、商 売だから増

便など考えられるのではないかと思う。

(小林 委 員) 今 のことに関連 して二つ。一つ 目は 、これ からの羅 臼湖 の施 設 管理を含 めて、

地域が 主体 となって管理 していくということを考 えなくてはならない。羅 臼 町、北

海道 、環 境省 も含めてである。利用者 も一 定の お金を払って利 用 しているとい



う仕 組 みを作 らないと、羅 臼湖 の湿 原 の植 生を守 りなが ら管理 を進 めるの は

難 しいだろう。

地 域 がどうかかわっていくのかということである。地域 経 営 という考えに立って

み ると、環 境 保全 というものを含 めた中で議 論しても良いのではないかと思う。

二つ 目は、適 正利 用基本 方 針の 中で、「湿 原の植 生の保 護を最 優 先とし」と書

いてある。気 になるのは木道 で、最 近 ではこうしたウェットな環境 で木 道を使 う

のはいかがなものかという意 見 が出てきている。一 番木 が腐 りやすい環境 に木

道 を設 置 しているため、基礎 の杭 から含めて、非常 に腐 りやすい。補 修工 事を

する際 、そのたびに環境 に負荷 をかけているのではないか。そろそろ素 材 の議

論 をしても良いのではないか と思 う。環 境 に負荷 をかけないような素材 、植 物

の種 子の 問題 にしても、入 リロの部 分を金 属のメッシュにしておけば、種子 は

そこで全部落ちてしまう。また、羅 臼湖の木道 は広くて、幅が2メ ートル以上 あ

る。そのせいで、木道 の下 はまったく植 生 がない。これについては、植 生破 壊だ

との批 判が 出ている。金属 のメッシュにすれば地 面まで陽 が当たり、より環 境

への負担 は小さいのではないか。金 属を使うことについては 自然素材 ではない

と抵抗 感があるかもしれ ないが 、自然 を守るということが最も大切なので、別の

方 法もあるのではないかと検 討 して欲 しい。

(座長) 十 分 に考えられ る方 向だと思う。ほかにないか。では次へ。

◆資料2「3.知 床 連 山」につ いて 事 務局 説明

【質疑 応答】

(座長) 資 料2「3.知 床 連 山 」につ いて、質 問 、意 見 はない か 。

(羅 臼山岳会) 分散 化という話 の中で、「ベテラン登 山者への羅 臼温 泉ルートの紹介 」という項

目があり、これ と遭 難者 との関係 でどのような方 法が 良いの か思 いつかない。

羅 臼側で最 も遭難 者が 多いの は今 時期である。これ は、屏風岩 の大雪 渓が残

っており、そこへいこうとして間違 ってサシル イ沢 へ入ってしまうというものであ

る。ベテラン登 山者へ 羅 臼温 泉ルー トを紹介するとしても、どうやってベテラン

とそうでない人を判 断するの か疑 問が残る。最 近 は特 に中高年 の登 山者が 多

い。そういった人 たちはガイドを連れ てくることが 多いが、そのガイドの質が 非

常に低 いことが あるため、ガイドへの啓 蒙も必要 ではないか。

(斜里山岳会) 現 時 点で報告 できることとして、岩 尾別 にバイオ トイレを設置 する予定 があると

聞 いている。今 年 の利用 がかなうかどうか、何 か情報 が あれ ばいただきたい。

ほかには、保 護 管理 、巡視 などマスコミで報道 され ていたようなことをお知 らせ

いただきたい 。もう一 点 、岩 尾 別登 山 ロの駐車 場 が少ないという話 で、パンフ

レットではタクシーやシャトルバスを使 うよう書 いてある。今 は朝1便 しか走 って

いないはずだが 、走ってもいないバスを使 えというの はおか しくないか。まして



やウトロから登 山口 までタクシーで行くのは費用 がかかりすぎる。

ホテルとの軋 礫が あるという話もあるので、駐車 場の 問題も含 めら抜 本 的な対

策を検 討 していただきたい。

(座長) 今の意見 にあったバイオトイレの件 はどうでしょう?

(斜 里 町) この件 については 、バ イオトイレを寄付 したいという話 が斜里 町の ほうにあり、

場 所を検 討している段階である。候補 としては 、登 山 ロも挙 げられている。ただ

し、処理 能 力が高くないので、それ も含め検討 している。車とホテルとの状 況に

ついては 、限られたスペースの中でホテルとバ スの分 を確 保 しなくてはならない。

そうすると駐車 スペースはほとんどないため、そうなると町道 に止 めていただく

のもやむをえないと考 えている。現在 の状 況で駐 車スペースを確 保することは、

世 政 治的 にも物 理 的にも難 しい。登 山 専用 のシャトルバ スということも考えた

ほうが良いかもしれない。

(羅臼遊漁船協会)

1年 間 に入 山させる人数 の制限ということは考えているか。人数 制限 も考えな

いと、トイレの問 題など経費 もかかる。有料 トイレなどというものがあっても良い。

何 かでお金 を取っていくことも考 えてよいのではないか 。自然を守るためにも、

人数制 限を環 境省 で考 えて仕 組みを作って欲 しい。

(座長) 私 もそういったことは考 えられるだろうと思う。ただ、そういったことは、人数 をい

い加減 に決 めることはできない。先 ほどか らもいっているが 、一度 試験 的にや

ってみるということが大 切なのではないかと思う。

網 走森林 管理署 からは何 かないか。

(網走森林管理署)

特 に無い。

(ウトロ漁協) 作 業 的にはいろいろな点で難 しいのかとは思うが、現実 に起きている問題があ

るときに、どう対 処 していくのかということを、もっと効率 よく決めていくという作

業 はできないのか。

(座長) それをやっています 。

(知床財 団) 植生 保護 対策 について、二つ池のルー トを変 更するという話 だが、これ は専 門

家 からは、歩 道も変 更すべきだし、野営 地も湖 の際から完 全に離 すべ きである

という意 見が 出ていたはずだが 、この 点についてはいかがか。



(事 務局) その点を踏 まえて、今年登 山道 全体を調査 し、考えていくということになってい

る。

(小林委 員) 先 ほど、利 用ルー トを羅 臼側 に分散するという話が 出ていたが、その件 で疑 問

がある。非常 にもろい地 質のところに人を集 めるということは、斜 里側 よりも非

常 に厄 介な登 山 道の 管 理の 問題 が出てくるのではないかと危惧 している。登

山道 の持っているキャパシティを見 極 めないまま分 散させてしまうと、か えって

自然 破壊 が起 きてしまう。分散 させること自体 が 目的ではないので、まずキャ

パシティの見極めをしたうえで、分散の議 論をしたほうが良いと思う。

(座長) ⑥ のイ、安全 管理 の 中の遭難 防止 対策では、ヒグマのことしか書いていないと

いう指 摘があったが 、ここに遭難 防止 対 策も含 めたほうが良 いということだと思

う。では次へ 。

◆資料2「4.カ ムイワッカ」について 事 務局説 明

【質疑 応答 】

(座長) 資 料2「4.カ ム イワッカ」に ついて、質 問 、意 見 はな いか 。

(網 走支 庁) 経過 について若 干説 明する。カムイワッカにいたる道 道 については落 石の危 険

が あるということで、昨年 から工 事が 始まっている。今 年 の冬 、カムイワッカの

滝 自体 にも落 石の危 険が あり、これまでどおり人を入れてよいのかという意 見

が出てきている。利 用者 の安全を確 保 しつつ、どう利用 していったらよいのかと

いうことを協 議するために、4月12日 にカムイワッ力湯 の滝安全確 保 対策連 絡

協 議 会を設 置した。4月12日 に設立会 議 を開き、6月 に7、10日 に現 地調査 を

実 施 した。6月11日 には第2回 の協 議会 を開き、今 年の利 用について協議 し

た。今 年 につ いては落石 などの件か ら、2の 滝 以降 へ の立ち入 りは難 しい。1

の滝 の利用 にとどめるという結論 になった。協 議 の中で、2の 滝と3の 滝 は落

石 の危険 があり落 石の処 理 には経 費もかかるなど、根 本 的な利 用の ありか た

を利用適 正化検 討会 の ほうで検討 していただけたらと思 う。とりあえず平 成18

年 度 の対応 については、安 全確 保 対策 連 絡協 議 会で決 めたというところであ

る。

(知床 斜里 観光 協会)

非 常 に象徴 的な状 況になってきていると思 う。カムイワッカについては昔 から非

常に多くの客 が訪れ 、知床 らしい 自然を楽 しんでいる。自然 というもの に対する

楽しさや癒 しというものを感 じると同時 に、自然 に接するときの厳 しさ、大変さと

いうものも兼 ね備 えている。五湖 の場 合 には 利用するチャンスが多いという点

において象徴 的 である。知床 という場 所 が語 られるとき、ヒグマとカムイワッカ

が象徴 的 に語 られ る中で、突然降ってわいたように規制 がかかっている。利用



者側 の立 場か らすると、客 にいか にして 自然を楽 しんでもらうかという点で、徹

底 的な議 論が欲 しい。

知床 という非常 に稀 有な場 自然と接することができる、そういった場 所として維

持 していくことが大 切なのではないか 。そして、できる限 りの危 険の排 除をして

欲 しい。

(小林 委 員) 法 律の 専門 家か ら聞 いた話 では、観 光地 とみ なせる状態 で事 故 が起 きれ ば、

公園事 業 の利 用施 設となっているかいないか は、賠償 責任の成 否 に関係がな

い。これまでの利 用を認 めていた状態 では、事故 が起 きた場 合 には賠償 責任

を間われ る。それ を考 えると、管理 者 や林 野 庁 の考 えも理解 できる。ただ 、考

えなくてはならないの は、一般 利用 者 に対する規 制が 、知 床では2つ 図られ て

いるということである。自然へ の影 響をいかに緩和 するかという問題 と、危 険の

問題 である。ここに地形 の崩落 という問題 が入 ってくる。そうした場 合 に、安全

性 の解釈 をどうす るか 。簡 単に結 論 は出 ないだろうが、議 論 していく必 要が あ

るだろう。

大 雨 が降って水 がフラッシュすることにくらべれ ば、人 による踏 み付 けなどほと

んど問題 にならない。しかし、ここで問 題になるのは、人 間による自然 への影響

ではなく、人 間の 安全をいかに確 保す るかという点で規 制 がかかっているとい

うことである。これ は五湖の 問題 、羅 臼湖 の 問題 、カムイワッカの問題 というも

の ば、知床 の適 正 利用 を考 える上で全 てつなが っている。適 正 利用 を考 える

上 でのもうひとつの局面 として新 しい考え方を出してきているのだか ら、議論 す

るためのたたき台 として、もう少 し違う観 点 から情 報を集 めて議論 したほうが 良

いと思 う。

知 床 以外の 問題 、たとえば谷川岳 や剣 岳 の登 山条例 、これ はべテランしか入

山 してはならない。入 山して事 故 が起 きても、それ は入 山者 の責 任であるとし

たものである。こうした考 え方 もある。いろいろなやり方を踏まえたうえで知恵 を

出 していけば、何 らかの解決があるのではないかと思う。

(座長) 安 全性 の問題 は、一番 難しいことだと思 う。基本 的 には 、立ち入 り禁止 の看板

があるのにそれを通 り越 して入るのは、当人の勝 手(責 任)で あるというのが私

の意 見 である。この場の議論 の対象ではないとは思 うが。

これで資 料の説 明 が終わったが 、共 通点 がいくつかある。まず一 つ目は 、モニ

タリングの項 目の 荒廃 のインジケータを考 えたほうが 良いのではないか という

話 を小林 委員 がしていたが 、専 門家 にそのつど見 てもらうということはできない

のではないかと思 う。そこで、専 門家 の意 見を含めて、チェックシートのようなも

のを作ってはどうか と思う。それを現 場で使 って、良いほう悪いほうのどちらへ

向かっているか 、方 向性 を読 み取 れるものが 作れ ると思う。もうひとつは木 道

の荒 廃 の問 題 。五 湖では網 走支 庁.羅 臼湖 では根室 支 庁が 担 当なの で、意

見 を伺いたい。



(網 走支 庁) 五 湖の遊歩 道については、支庁(道)が 整備 しているが、道の財政難 はかなり

厳 しい状 況となっており、基 本的 には国立 公 園で整 備するものについては、危

険 性 の高い部分 の補 修 にとどめるという基本 的なスタンスである。できれ ば環

境 省 に移管 していただけたらと思 っている(笑)。今 回若干 の予算 が下 りたので、

五湖の木道 については、春に一 湖と2湖 の応急 的な補 修をし、秋 に三湖 と五

湖 の危 険箇所の補修 をする予定である。新しいものについて1ま、無 理である。

(根室 支庁) 羅 臼湖 について、木 道では、2箇 所ほど大きく破 損 している箇所 については、

若干 の予算 がついた。経 年 劣化のひどい箇所 については、支庁 の職 員 と関係

団休 の理解 を得 て手 作業 で金をか けないで手 入れをしていきたい。ただし、将

来 的 には木 道が 良いのかどうかという問題 もあると思うので、新 しい素 材 も検

討 したい。

(座長) さしあたって、すぐに変 更ということにならないのであれば 、その間 に金 属など

素材 の検討 もする、ということとする。

ほか、全体 にっいて何 かないか 。

(知床斜里 観光 協会)

利用 の分散 化の部 分が ほとんど空 白である。これ についての考 えを聞きたい。

もうひとつ具 体 的なところで、五湖 のヒグマ対策 、これ は斜 里町 と知床 財 団が

担 当である。先ほど山 中事 務局 長が期 待 しているようなことを言われていたが 、

何 か具体 的なことが 分かれ ば教 えていただきたい。熊 出 没ということで現在 も

三 湖から奥 は立 ち入り禁 止 となっており、閉鎖 期 間がかなり長くなっている。財

団も苦 労しており、これ は策がたたないのではないかと思う。これ について、財

政 的 なバックアップが十 分 になされ ているの かと思う。そのようなことはないと

は思うが 、現場を見 て、策 がないから閉鎖 せざるを得ないのではないかと心配

している。

(座長) 全 体 のコントロールをどうするかということは非常 に大 きな問 題である。どのよう

に制 限するのか、人 数 や場 所というの は、大まかな見 当はつけられ るかもしれ

ないが 、どれが正 しいの かはなかなか分 からない。季節 や曜 日などいろいろな

条件 を見 て、実 験をするしかないのではないか 。もう少し検 討させていただきた

い。

(斜里 町) 皆さんがいわれ る通 りの状 況である。少し説 明すると、一湖か ら五湖まで遊歩

道 あるが、昨年か らシーズンの早 い段 階で、三湖 から五湖 はあえて閉鎖 し、そ

の間 、一湖と二湖の木 道 に、ヒグマ撃退 のための電気牧 柵を設置 した。

スタッフの対応 につ いては、現 在 の人数 では限界 である。現 地 に常 駐するくら

いでないと厳しい。

現 在 の方 式 でヒグマを撃 退 できるのなら、少 なくとも一 、二 湖 は確 保 したいとい



う前 提 での対応 ということで、斜 里町 と北海 道 、環 境 省で分担 して対策 をスタ

ートしている
。将 来的 に維 持できるか、この 方法でよいのかという課題 があると

思 っている。基 本 的には、これ は応 急的 な緊 急 対策 なので、地 元の希 望を言

えば、ヒグマ対 策がとられ ている木道 のほうへ、多くの観光 客を誘導 したい。こ

れ は恒 常 的なものとし、閉鎖ということが無いよう運 用している。地 上歩道 につ

いては、ある程 度のコントロールをし、ルールの下 で、ヒグマ対策 の取れ るよう

な状 況 、ガイドがつくなどの場 合 には利 用を可能 にして一 方 的な閉鎖 とはなら

ないような話 にしたい。そのため にはルールを理解 してもらうことや 、木道 を作

るという大きな投 資も必要 だろう。

全体 のヒグマ対 策としては、まだまだ多くの課題 があるだろうが 、五湖 としては

レクチャーのスペースなどが必要 であると思う。そういった点を踏まえて次 へ進

みたい。

(釧路開発建築部)

羅 臼湖にバス停 を設 けるという件で、これ については 問題ないと思うが 、見 返 り

峠 は急カーブであるため、ここにバス停 を設 け、バスが 停車することは追 突 な

どが懸念され危険 である。事 前に周知することなどを検討 して欲 しい。

(座長) で は 、次 へ 。

【先端部 地 区】

◆ 資料3「 利用 の心得(案)」 の湯 銭検討 事項 について

◆ 資料4「 利用 の心得(案)」 策 定 に必要な検 討事 項について(案)事 務局説 明

【質疑応 答】

(座長) 資料3・4に ついて、質 問、意 見はないか。これ は、案 そのものを検 討するのでは

なく、検 討事 項 はこれ でよいか、ということ。

(中易委 員) 資料3と いうのが優 先検 討事項で、資料4と いうのが必要な検 討事項 となって

おり、どう整 理 しているのか 良く分 からないが、資 料4の 検討事 項をやる、とい

うことでよいのか。

(事務局) 優 先検 討事 項 と書いているが 、優先 的 に検討 したい範 囲 ということである。実

際 に心 得を検討するに当たって、具体 的に並べ ると資料4に なる。

(中易委 員) 資料4の 中で、立入 りの抑 制程度 という項 目が あるが、人数 ・日数の 目標 とい

うの は、非常 に誤解 を招 く表現 ではないか。目標 というのはこれだけ人数 を確

保せよということなのか、それとも例 えば100人 以 下にするというようなことなの

か。

後 の話 にはなるが、議論 の結果何 人程 度 以下 にするとして、それを確保 してい



くシステムを現在 どう考えているのか 。

3ペ ージ 目に計画 書 の提 出という項 目があるが 、計画書 を提 出する時期 につ

いてもう一度検 討 したほうが 良い。事 前 にレクチャーを受 ける際 に計画 書 を提

出すれ ばよいとなっているので、例 えば東 京あたりから来ても、レクチャーを受

け計 画 書を出せ ばよいのか 、それとも計 画 書 について内容 を検討 するのか 、

具 体 的に検 討してみてはどうか。

(小林 委 員) アメリカなどでは人数 制 限 はあきらめている。絶 対的 な数値 というもの はない。

手法 を後 から検証 できることに重 点 を移 すべきである。指標 を選 定するという

こと。指標 を越 えた場 合 、人 数制 限か 、それとも別のコントロール 手法をとるの

か 。その 中の選 択肢 として区域 の利 用制 限が あるのか。といったことを考 える

べきである。とにか く利用 制 限というのは、効率 が 良いわけがない。管 理手 法

をもっと議 論 したほうが良い。この 案はまだ粗 い。管理 手法 をシステム化 して、

その中で制 度をどういかしていくのかを考 えたほうが分 かりやすいと思 う。この

案 ではすぐ人 数調 整となっているが 、これ は経 費もかかるし反感 も招 きやすい。

緊 急 的に使 うことが あるので、これも重要 なのだが、体 系 的 にはもっと重層 的

に作ったほうが 良いと思 う。

(座長) いくつか出された意 見を含 めて、検 討を要する事 項 、検討 目標 というものをもう

一 度 検討 していただいて、次 の利 用 の心得 へと進 んでいただく、ということにし

た い。

で は次 へ 。

◆ 資料5「 平成18年 度 検討会 スケジュール(案)」

◆ 報 告事 項 「センタ陰 部の立ち入り自粛 と、カムイワッカ方 面のマイカー規制 の報告

事務 局説 明

【質 疑応答 】

(座長) これで全て終 了したが、意 見 ・質 問 は無いか。

(斜里 山岳 会) ひとつだけお願 いが 。資 料5の8月 、現地 調査 が知床 五湖 、羅 臼等 で予 定さ

れ ている。これは関係 団体 だけで行 くが、知 床連 山とはいわない、羅 臼岳だけ

でも駐 車場 の状況 やし尿 の問題も含 め、ぜひやっていただけたらありがたい。

(事務局) 現 地 調査 の 日程 について、6月 中に先 生方 、関係者 の皆さんと日程 調整をし

たいと考えている。

(小林 委 員) 第2回 が9月 に予 定されているが、車 両規制 が9月20日 まであり、データ整

理などの関 係もあるので、10月 頭 あたりまで厳 しい。整理 が終 わらない段 階で

は議 論にならない。そのあたりを考 慮 して欲 しい。



(座長) 出された意 見を踏 まえて、日程を検討 していただくということにする。では、これ

閉会 としたい。

閉会


